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［本研究の目的］
教務関連の分掌を担当している教員へのインタビュー調査を通して、大阪府立の支援学校が

運用しているシラバスの学校現場への影響を検討する。検討結果を基に、大阪府立支援学校全
体に対するアンケート調査項目を作成することである。

［研究方法］
１．対 象 大阪府立支援学校の６校の教務分掌を担当している教員のべ８名

２．内 容 半構造化面接にて、インタビューを実施
３．手続き ①インタビュー調査結果のカテゴリ分類

②アンケート調査項目の作成

［考 察］
１．知的障害特別支援学校のシラバス作成には学校の実態か児童生徒の実態のどちらを考慮する必要があるのかは、明らかに

なっていないことが分かった。
２．シラバスの導入は、カリキュラム・マネジメントの機能を促進する働きがあったことが分かった。
３．シラバスが学校現場で受け入れられにくい状況は、学習指導要領の基準性と大綱的基準の両方を明示していないためでは

ないかと考えられる。
４．今後は、このアンケートを大阪府内の支援学校の教務分掌担当者に回答依頼をかけ、各学校にてシラバスがどの様に運用

されているかを検討していきたい。

［結 果］
１．インタビュー調査結果のカテゴリ分類

インタビューの逐語録を①運用面、②効果面、③課題面、
④観点面の４観点で要素を抽出したところ、95の要素を抽出
できた。さらに、要素を意味内容の近いものに分類した結果、
３つの大カテゴリと16の小カテゴリを得た。

２．アンケート調査項目の作成（右図）
下記インタビューの感想も考慮し、小カテゴリをそのまま

アンケート調査項目とした。

【インタビューの感想】
①シラバス導入までに、その学校独自のシラバスや年間指導
計画が存在する学校は、シラバスに適応するまでに時間が
かかる。学校独自のシラバスや年間指導計画がない学校は、
シラバス導入をきっかけにして、教育課程を整えることが
でき、良い流れを作ることができるようになったのだと感
じた。

②シラバスを作成する過程が、教科書採択にも影響を与えて
いること、そして、その教科書が星本や九条本ではなく、
検定本の採択に至ったことは興味深い。

【アンケート調査項目の信頼性】

「府立支援学校における教育課程ハンドブック～「指導と
評価の年間計画（シラバス）」作成マニュアル～」（大阪府
教育委員会,2022）とアンケート調査項目を比較検討。
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